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 【
翻
訳
】章

学
誠
『
校
讎
通
義
』
訳
注
（
一
○
）

巻
三
「
漢
志
兵
書
第
十
六
」「
漢
志
術
数
第
十
七
」「
漢
志
方
技
第
十
八
」

文
教
大
学
目
録
学
研
究
会

（
向
嶋
成
美
・
樋
口
泰
裕
・
渡
邉 

大
・
荒
川 

悠
・

宇
賀
神
秀
一
・
王 

連
旺
・
角 

祥
衣
・
村
越
充
朗
）
訳
注

本
稿
は
、
章
学
誠
『
校
讎
通
義
』
の
訳
注
で
あ
る
。
今
号
で
は
、
巻
三
の
「
漢
志
兵
書
第
十
六
」「
漢
志
術
数
第
十
七
」「
漢
志
方
技
第

十
八
」
を
訳
出
す
る
。「
漢
志
兵
書
第
十
六
」
は
王
、「
漢
志
術
数
第
十
七
」「
漢
志
方
技
第
十
八
」
は
角
が
担
当
し
た
。
前
号
に
引
き
続
き
、

底
本
に
は
、葉
瑛
『
文
史
通
義
校
注
』（
中
華
書
局
、一
九
八
五
年
）
を
用
い
、あ
わ
せ
て
、嘉
業
堂
本
、劉
公
純
標
点
の
『
文
史
通
義
』（
古

籍
出
版
社
、
一
九
五
六
年
、
中
華
書
局
新
一
版
、
一
九
六
一
年
）、
葉
長
清
『
文
史
通
義
注
』（
無
錫
国
学
専
修
学
校
叢
書
、
一
九
三
五
年
）、

王
重
民
『
校
讎
通
義
通
解
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
傅
傑
導
読
、
田
映
㬢
注
本
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
傅

傑
導
読
、
田
映
㬢
注
本
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
劉
兆
祐
『
校
讎
通
義
今
註
今
訳
』（
台
湾
学
生
書
局
、
二
〇
一
二
年
）
な

ど
を
参
照
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
章
学
誠
・
校
讎
通
義
・
漢
書
藝
文
志
・
兵
書
略
・
術
数
略
・
方
技
略
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漢
志
兵
書
﹇
注
一
﹈
第
十
六

【
原
文
】

『
孫
武
兵
法
』
八
十
二
篇
、
注
「
図
九
巻
」﹇
注
二
﹈。
此
兵
書

権
謀
之
首
条
也
。
按
「
孫
武
伝
」、「
闔
閭
謂
孫
武
曰
、『
子
之

十
三
篇
、
吾
尽
観
之
矣
。』」﹇
注
三
﹈
阮
孝
緒
『
七
録
』、「『
孫
子

兵
法
』
三
巻
、
十
三
篇
為
上
巻
、
又
有
中
下
二
巻
。」﹇
注
四
﹈
然

則
杜
牧
謂
魏
武
削
其
数
十
万
言
為
十
三
篇
者
﹇
注
五
﹈、
非
也
。
蓋

十
三
篇
為
経
語
、故
進
之
於
闔
閭
。
其
余
当
是
法
度
名
数
﹇
注
六
﹈、

有
如
形
勢
・
陰
陽
・
技
巧
之
類
、
不
尽
通
於
議
論
文
詞
、
故
編

次
於
中
下
、
而
為
後
世
亡
逸
者
也
。
十
三
篇
之
自
為
一
書
、
在

闔
閭
時
已
然
、
而
『
漢
志
』
僅
記
八
十
二
篇
之
総
数
、
此
其
所

以
益
滋
後
人
之
惑
矣
。

右
十
六
之
一

【
訓
読
文
】

『
孫
武
兵
法
』
八
十
二
篇
、
注
に
「
図
九
巻
」、
と
。
此
れ
兵

書
権
謀
の
首
条
な
り
。
按
ず
る
に
「
孫
武
伝
」
に
、「
闔
閭
は

孫
武
に
謂
い
て
曰
く
、『
子
の
十
三
篇
、吾
尽
く
之
を
観
る
』」と
。

阮
孝
緒
の
『
七
録
』
に
、「『
孫
子
兵
法
』
三
巻
、
十
三
篇
を
上

巻
と
為
し
、
又
た
中
・
下
の
二
巻
有
り
」
と
。
然
ら
ば
則
ち
杜

牧
の
魏
武
は
其
の
数
十
万
言
を
削
り
て
十
三
篇
と
為
す
と
謂
う

は
、
非
な
り
。
蓋
し
十
三
篇
は
経
語
為
り
、
故
に
之
を
闔
閭
に

進
む
。
其
の
余
は
当
に
是
れ
法
度
名
数
な
る
べ
し
、
形
勢
・
陰

陽
・
技
巧
の
類
の
如
き
有
り
、
尽
く
は
議
論
・
文
詞
に
通
ぜ
ず
、

故
に
中
・
下
に
編
次
し
て
、
後
世
に
亡
逸
す
る
者
と
為
る
な
り
。

十
三
篇
の
自
ら
一
書
を
為
す
は
、
闔
閭
の
時
に
在
り
て
已
に
然

り
、而
し
て
『
漢
志
』
僅
か
に
八
十
二
篇
の
総
数
を
記
す
の
み
、

此
れ
其
の
後
人
の
惑
い
を
益
滋
す
る
所
以
な
り
。

右
十
六
の
一

【
現
代
語
訳
】

『
漢
書
』
芸
文
志
に
『
孫
武
兵
法
』
八
十
二
篇
が
収
録
さ
れ

て
お
り
、
班
固
自
注
に
「
図
九
巻
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
兵
書
略

兵
権
謀
の
冒
頭
に
置
か
れ
る
書
で
あ
る
。
考
え
る
に
『
史
記
』

孫
武
伝
に
、「
闔
閭
は
孫
武
に
、『
君
の
十
三
篇
を
全
部
読
ん
だ
』

と
述
べ
た
」
と
あ
る
。
阮
孝
緒
の
『
七
録
』
に
は
、「『
孫
子
兵

法
』
三
巻
、
十
三
篇
を
上
巻
と
し
、
そ
の
ほ
か
中
・
下
の
二
巻

も
あ
る
」
と
す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
杜
牧
が
、
魏
武
帝
は
そ
の

数
十
万
言
を
削
っ
て
十
三
篇
に
作
っ
た
と
述
べ
て
い
る
の
は
誤
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り
で
あ
る
。
思
う
に
十
三
篇
は
経
に
当
た
る
部
分
で
あ
り
、
だ

か
ら
こ
そ
こ
れ
を
闔
閭
に
献
上
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の

部
分
は
恐
ら
く
法
度
名
数
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
形

勢
・
陰
陽
・
技
巧
の
類
の
内
容
は
、議
論
・
文
詞
の
も
の
と
異
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
・
下
の
巻
に
編
入
し
た
た
め
に
、
後
世

に
亡
逸
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
十
三
篇
が
自
ず
か
ら
一
書
を
な
し

て
い
る
の
は
、
闔
閭
の
時
代
か
ら
す
で
に
そ
う
で
あ
っ
た
が
、

『
漢
志
』
に
は
た
だ
八
十
二
篇
の
総
数
を
記
す
ば
か
り
で
あ
り
、

い
よ
い
よ
後
世
の
人
の
惑
い
を
増
や
す
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。以

上
十
六
の
一

【
訳
注
】

一　

兵
書
略
は
、
兵
権
謀
、
兵
形
勢
、
陰
陽
、
兵
技
巧
の
四
類
か
ら
な
り
、

五
十
三
家
、
七
百
九
十
篇
、
図
四
十
三
巻
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
藝

文
志
総
序
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、歩
兵
校
尉
任
宏
が
整
理
に
当
た
っ

た
。
後
序
に
「
兵
家
者
、
蓋
出
古
司
馬
之
職
、
王
官
之
武
備
也
。
洪

範
八
政
、
八
曰
師
。
孔
子
曰
為
国
者
『
足
食
足
兵
』、『
以
不
教
民
戦
、

是
謂
棄
之
』、
明
兵
之
重
也
。
易
曰
『
古
者
弦
木
為
弧
、
剡
木
為
矢
、

弧
矢
之
利
、
以
威
天
下
』、
其
用
上
矣
。
後
世
燿
金
為
刃
、
割
革
為
甲
、

器
械
甚
備
。
下
及
湯
武
受
命
、
以
師
克
乱
而
済
百
姓
、
動
之
以
仁
義
、

行
之
以
礼
譲
、司
馬
法
是
其
遺
事
也
。
自
春
秋
至
於
戦
国
、出
奇
設
伏
、

変
詐
之
兵
並
作
。
漢
興
、
張
良
、
韓
信
序
次
兵
法
、
凡
百
八
十
二
家
、

刪
取
要
用
、
定
著
三
十 

五
家
。
諸
呂
用
事
而
盗
取
之
。
武
帝
時
、
軍

政
楊
僕
捃
摭
遺
逸
、
紀
奏
『
兵
録
』、
猶
未
能
備
。
至
于
孝
成
、
命
任

宏
論
次
兵
書
為
四
種
。」
と
あ
る
。

二　

顔
師
古
は
「
孫
武
也
、
臣
於
闔
廬
」
と
注
し
て
い
る
。
闔
閭
（
前

五
一
四
〜
前
四
九
六
年
）
は
呉
の
第
六
代
の
王
。

三　
『
史
記
』
孫
子
呉
起
列
伝
に
「
孫
子
武
者
、
斉
人
也
。
以
兵
法
見
於

呉
王
闔
廬
。
闔
廬
曰
、「
子
之
十
三
篇
、
吾
尽
観
之
矣
、
可
以
小
試
勒

兵
乎
」
と
あ
る
。
現
行
本
の
十
三
篇
は
、
計
篇
・
作
戦
篇
・
謀
攻
篇
・

形
篇
・
勢
篇
・
虚
実
篇
・
軍
争
篇
・
九
変
篇
・
行
軍
篇
・
地
形
篇
・

九
地
篇
・
火
攻
篇
・
用
間
篇
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

四　

注
三
所
引
の
『
史
記
正
義
』
に
「『
七
録
』
云
、
孫
子
兵
法
三
巻
。

案
十
三
篇
為
上
巻
、又
有
中
下
二
巻
」と
あ
る
。な
お
、王
重
民
氏
は「
案

…
…
」
以
下
は
、
張
守
節
の
案
語
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。

五　

杜
牧
『
樊
川
文
集
』
所
収
の
「
注
孫
子
序
」
に
「
武
所
著
書
、
凡

数
十
万
言
、
曹
魏
武
帝
削
其
繁
剰
、
筆
其
精
切
、
凡
十
三
篇
、
成
為

一
編
。
曹
自
為
序
、
因
注
解
之
」
と
あ
る
。

六　

法
度
は
、
法
律
・
制
度
。
名
数
は
、
官
職
・
礼
制
。『
春
秋
左
氏
伝
』



 ‒151‒

章学誠『校讎通義』訳注（一〇）

 （86）

荘
公
十
八
年
伝
に
「
王
命
諸
侯
、
名
位
不
同
、
礼
亦
異
数
。」
と
あ
る
。

【
原
文
】

大
抵
『
漢
志
』
之
疎
、
由
於
以
人
類
書
、
不
能
以
書
類
人
也
。

『
太
玄
』『
法
言
』『
楽
』『
箴
』
四
書
、類
於
揚
雄
所
叙
三
十
八
篇
。

『
新
序
』『
説
苑
』『
世
説
』『
列
女
伝
』
四
書
、
類
於
劉
向
所

叙
六
十
七
篇
、﹇
注
一
﹈
尤
其
顕
而
易
見
者
也
。『
孫
子
』
八
十
二

篇
、
用
同
而
書
体
有
異
、
則
当
別
而
次
之
。
縱
欲
以
人
類
書
、

亦
当
如
『
太
公
』
之
二
百
三
十
七
篇
、
已
列
総
目
、
其
下
分
析

謀
八
十
一
篇
、
言
七
十
一
篇
、
兵
八
十
五
篇
之
例
可
也
﹇
注
二
﹈。

任
宏
部
次
不
精
、
遂
滋
後
人
之
惑
、
致
謂
十
三
篇
非
孫
武
之
完

書
、
則
校
讎
不
精
之
咎
也
。

右
十
六
之
二

【
訓
読
文
】

大
抵
『
漢
志
』
の
疎
は
、
人
を
以
て
書
を
類
し
、
書
を
以
て

人
を
類
す
る
能
わ
ざ
る
に
由
る
。『
太
玄
』『
法
言
』『
楽
』『
箴
』

の
四
書
、『
揚
雄
所
叙
』三
十
八
篇
に
類
し
、『
新
序
』『
説
苑
』『
世

説
』『
列
女
伝
』の
四
書
、『
劉
向
所
叙
』六
十
七
篇
に
類
す
る
は
、

尤
も
其
の
顕
ら
か
に
し
て
見
易
き
者
な
り
。『
孫
子
』八
十
二
篇
、

用
同
じ
く
し
て
書
体
異
な
る
有
れ
ば
、
則
ち
当
に
別
け
て
之
を

次
ぶ
べ
し
。
縦
い
人
を
以
て
書
を
類
せ
ん
と
欲
せ
ど
も
、
亦
た

当
に
『
太
公
』
の
二
百
三
十
七
篇
の
如
く
す
べ
く
、
已
に
総
目

を
列
し
、
其
の
下
に
謀
八
十
一
篇
、
言
七
十
一
篇
、
兵
八
十
五

篇
に
分
析
す
る
の
例
は
可
な
り
。
任
宏
は
部
次
精
な
ら
ず
、
遂

に
後
人
の
惑
い
を
滋
し
、
十
三
篇
は
孫
武
の
完
書
に
非
ず
と
謂

う
を
致
す
は
、
則
ち
校
讎
の
精
な
ら
ざ
る
の
咎
な
り
。

右
十
六
の
二

【
現
代
語
訳
】

大
抵
『
漢
書
』
芸
文
志
の
疎
漏
は
、
著
者
ご
と
に
書
籍
を
ま

と
め
、
書
籍
に
よ
っ
て
著
者
を
分
類
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら

起
こ
っ
て
い
る
。『
太
玄
』『
法
言
』『
楽
』『
箴
』
の
四
書
が
、『
揚

雄
所
叙
』
三
十
八
篇
に
、『
新
序
』『
説
苑
』『
世
説
』『
列
女
伝
』

の
四
書
が
、『
劉
向
所
叙
』六
十
七
篇
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
は
、

最
も
明
ら
か
で
分
か
り
易
い
例
で
あ
る
。『
孫
子
』八
十
二
篇
は
、

用
途
は
同
じ
で
も
ジ
ャ
ン
ル
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
別
々
に

著
録
す
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
、
著
者
に
よ
っ
て
書
籍
を
分
類

す
る
の
で
あ
っ
て
も
、『
太
公
』
の
二
百
三
十
七
篇
の
よ
う
に
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す
べ
き
で
あ
り
、
先
に
全
体
の
篇
数
を
示
し
て
か
ら
、
そ
の
下

に
「
謀
八
十
一
篇
」「
言
七
十
一
篇
」「
兵
八
十
五
篇
」
に
分
け

る
よ
う
に
す
る
の
が
良
い
。
任
宏
は
分
類
が
精
確
で
な
か
っ
た

の
で
、
遂
に
後
世
の
人
の
惑
い
を
増
や
し
て
し
ま
い
、
十
三
篇

が
『
孫
武
兵
法
』
の
完
本
で
な
い
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、
校
讎
が
詳
ら
か
で
な
い
こ
と
の
弊
害
で
あ
る
。

以
上
十
六
の
二

【
訳
注
】

一　

諸
子
略
儒
家
類
に
「
揚
雄
所
序
三
十
八
篇
」
と
し
て
著
録
し
、
班

固
自
注
に
「
太
玄
十
九
、
法
言
十
三
、
楽
四
、
箴
二
」
と
あ
る
。
ま

た
同
じ
く
「
劉
向
所
序
六
十
七
篇
」
と
し
て
著
録
し
、班
固
自
注
に
「
新

序
、
説
苑
、
世
説
、
列
女
伝
頌
図
也
」
と
あ
る
。

二　

諸
子
略
道
家
類
に
「
太
公
二
百
三
十
七
篇
」
と
し
て
著
録
し
、
そ

の
内
訳
と
し
て
、「
謀
八
十
一
篇
、
言
七
十
一
篇
、
兵
八
十
五
篇
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

【
原
文
】

八
十
二
篇
之
僅
存
十
三
、
非
後
人
之
刪
削
也
﹇
注
一
﹈。
大
抵
文

辞
易
伝
而
度
数
難
久
。
即
如
同
一
兵
書
、
而
権
謀
之
家
、
尚
有

存
文
、
若
形
勢
・
陰
陽
・
技
巧
三
門
、
百
不
能
得
一
矣
。
同
一

方
技
、
而
医
経
一
家
、
尚
有
存
文
、
若
経
方
・
房
中
・
神
仙
三

門
、
百
不
能
得
一
矣
﹇
注
二
﹈。
蓋
文
辞
人
皆
誦
習
、
而
制
度
則
非

專
門
不
伝
、此
其
所
以
有
存
逸
之
別
歟
。
然
則
校
書
之
於
形
名
・

制
度
、
尤
宜
加
之
意
也
。

右
十
六
之
三

【
訓
読
文
】

八
十
二
篇
の
僅
か
に
十
三
を
存
す
る
は
、
後
人
の
刪
削
す
る

に
非
ざ
る
な
り
。
大
抵
文
辞
は
伝
わ
り
易
く
し
て
度
数
は
久
し

か
り
難
し
。
即
い
同
一
の
兵
書
の
如
き
も
、
而
し
て
権
謀
の
家

は
、
尚
お
文
を
存
す
る
有
る
も
、
形
勢
・
陰
陽
・
技
巧
の
三
門

の
若
き
は
、
百
に
一
を
得
る
能
わ
ず
。
同
一
の
方
技
、
而
し
て

医
経
の
一
家
は
、
尚
お
文
を
存
す
る
有
る
も
、
経
方
・
房
中
・

神
仙
の
三
門
の
若
き
は
、
百
に
一
を
得
る
能
わ
ず
。
蓋
し
文
辞

は
人
皆
な
誦
習
し
て
、
而
る
に
制
度
は
則
ち
專
門
に
非
ざ
れ
ば

伝
わ
ら
ず
、
此
れ
其
の
存
逸
の
別
有
る
所
以
な
ら
ん
や
。
然
ら

ば
則
ち
校
書
の
形
名
・
制
度
に
於
け
る
や
、
尤
も
宜
し
く
之
に

意
を
加
う
べ
き
な
り
。
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右
十
六
の
三

【
現
代
語
訳
】

八
十
二
篇
の
う
ち
、
た
だ
十
三
篇
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
の

は
、
後
世
の
人
に
削
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
概
ね
文
辞
は
伝
わ

り
や
す
く
、制
度
や
規
範
な
ど
は
伝
わ
り
に
く
い
た
め
で
あ
る
。

た
と
え
、
同
じ
兵
書
で
あ
っ
て
も
、
兵
権
謀
の
一
家
に
は
、
ま

だ
残
存
す
る
書
物
が
あ
る
が
、
兵
形
勢
・
兵
陰
陽
・
兵
技
巧
の

三
つ
の
門
類
は
、百
に
一
も
残
っ
て
い
な
い
。同
じ
方
技
で
あ
っ

て
も
、
医
経
の
一
家
に
は
、
ま
だ
残
存
す
る
文
章
が
あ
る
が
、

経
方
・
房
中
・
神
仙
の
三
つ
の
門
類
に
は
、
百
に
一
も
残
っ
て

い
な
い
。
思
う
に
文
辞
は
誰
し
も
が
読
ん
だ
り
学
ん
だ
り
す
る

が
、
制
度
と
い
う
も
の
は
専
門
で
な
け
れ
ば
、
伝
承
さ
れ
な
い

も
の
で
、
こ
れ
が
そ
う
し
た
存
逸
を
分
け
る
理
由
で
あ
る
だ
ろ

う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
校
書
す
る
際
に
は
、
特
に
形
名
・
制
度
に

対
し
て
特
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
十
六
の
三

【
訳
注
】

一　

張
舜
徽
は
「
十
三
篇
伝
至
今
日
、
尚
為
完
帙
、
転
生
後
世
之
疑
。

或
謂
為
後
人
之
偽
托
、
或
指
実
曹
操
所
重
編
。
異
説
紛
紜
、
莫
能
一

也
。
自
一
九
七
二
年
四
月
、
従
山
東
臨
沂
銀
雀
山
漢
墓
中
、
出
土
竹

簡
四
千
九
百
余
枚
、
大
抵
皆
先
秦
古
書
。
而
『
孫
子
兵
法
』
与
『
孫

臏
兵
法
』
皆
在
其
中
。『
孫
子
兵
法
』
竹
簡
、較
完
好
者
有
三
百
余
枚
。

十
三
篇
皆
有
文
字
保
存
、
其
已
発
見
之
篇
名
、
与
『
十
家
注
孫
子
』

大
致
相
同
。
簡
書
之
可
貴
、
自
在
諸
本
之
上
。
有
此
確
拠
、
則
魏
武

重
編
之
説
、
不
攻
自
破
矣
」（『
漢
書
芸
文
志
通
釈
』、
華
中
師
範
大
学

出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
三
七
三
〜
三
七
四
頁
）
と
述
べ
て
、
後
人

の
偽
托
説
、
曹
操
の
重
編
説
を
否
定
し
て
い
る
。

二　
『
漢
書
』
藝
文
志
方
技
略
は
、
医
経
、
経
方
、
房
中
、
神
仙
の
四
類

か
ら
な
る
。

【
原
文
】

即
如
孫
武
・
孫
臏
書
、
列
権
謀
之
家
、
而
孫
武
有
図
九
巻
、

孫
臏
有
図
四
巻
、
書
篇
類
次
、
猶
之
可
也
﹇
注
一
﹈。
図
則
断
非
権

謀
之
篇
所
用
者
矣
。
不
為
形
勢
之
需
、
必
為
技
巧
之
用
、
理
易

見
也
。
而
任
宏
、
劉
、
班
之
徒
、
但
知
出
於
其
人
、
即
附
其
書

之
下
。
然
則
以
人
類
書
之
弊
、
誠
不
可
以
為
訓
者
也
。

右
十
六
之
四
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【
訓
読
文
】

即
ち
孫
武
・
孫
臏
の
書
の
如
き
は
、
権
謀
の
家
に
列
し
、
而

し
て
孫
武
に
図
九
巻
有
り
、
孫
臏
に
図
四
巻
有
り
、
書
篇
の
類

次
、
猶
お
之
可
な
り
。
図
則
ち
断
じ
て
権
謀
の
篇
に
用
う
る
所

に
非
ざ
る
者
な
り
。
形
勢
の
需
め
と
為
ら
ざ
れ
ば
、
必
ず
や
技

巧
の
用
と
為
る
、
理
と
し
て
見
易
き
な
り
。
而
る
に
任
宏
、
劉
、

班
の
徒
、
但
だ
其
の
人
に
出
づ
る
を
知
る
の
み
に
し
て
、
即
ち

其
の
書
の
下
に
附
す
。
然
ら
ば
則
ち
人
を
以
て
書
を
類
す
る
の

弊
、
誠
に
以
て
訓
と
為
す
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。

右
十
六
の
四

【
現
代
語
訳
】

孫
武
・
孫
臏
の
著
述
は
、
兵
権
謀
の
一
家
に
並
べ
ら
れ
、
ま

た
孫
武
に
は
図
九
巻
、
孫
臏
に
は
図
四
巻
が
あ
り
、
そ
の
よ
う

に
書
物
を
分
類
し
て
並
べ
て
い
る
の
は
、
ま
だ
良
い
。
た
だ
、

図
は
断
じ
て
兵
権
謀
の
諸
篇
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

兵
形
勢
に
用
い
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
必
ず
や
兵
技
巧
に
用

い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
道
理
と
し
て
簡
単
な
こ
と
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
任
宏
、
劉
向
・
劉
歆
、
班
固
等
は
、

た
だ
著
者
に
基
づ
い
て
書
物
を
分
類
、
著
録
す
る
こ
と
し
か
理

解
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
書
の
下
に
付
録
し
て
い
る
。
著
者

に
よ
っ
て
書
物
を
ま
と
め
る
方
法
の
弊
害
で
あ
り
、
誠
に
手
本

と
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

以
上
十
六
の
四

【
訳
注
】

一　

兵
書
略
兵
権
謀
類
に
「
斉
孫
子
八
十
九
篇
」
と
し
て
著
録
さ
れ
て

お
り
、
班
固
自
注
に
「
図
四
巻
」
と
あ
り
、
顔
師
古
は
「
孫
臏
」
と

注
し
て
い
る
。
孫
武
と
孫
臏
に
つ
い
て
、『
史
記
』
孫
子
伝
に
「
孫
武

既
死
、
後
百
餘
歳
有
孫
臏
。
臏
生
阿

之
閒
、
臏
亦
孫
武
之
後
世
子

孫
也
」
と
あ
る
。『
斉
孫
子
』
は
、『
隋
書
』
経
籍
志
に
は
す
で
に
著

録
さ
れ
て
い
な
い
が
、一
九
七
二
年
、山
東
臨
沂
銀
雀
山
漢
墓
よ
り『
孫

臏
兵
法
』
の
竹
簡
が
四
四
〇
余
枚
出
土
し
て
い
る
。

【
原
文
】

按
阮
孝
緒
『
七
録
』、
有
孫
武
『
八
陣
図
』
一
巻
、
是
即
『
漢

志
』
九
巻
之
図
与
否
、未
可
知
也
﹇
注
一
﹈。
然
図
必
有
名
、『
八
陣
』

之
取
以
名
図
、亦
猶「
始
計
」之
取
以
名
篇﹇
注
二
﹈。
今
書
有
其
名
、

而
図
無
其
目
、
蓋
篇
名
合
於
諸
子
之
総
称
、
例
如
是
也
。
図
亦
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附
於
其
下
、
而
不
著
其
名
、
則
後
人
不
知
図
之
何
所
用
矣
。

右
十
六
之
五

【
訓
読
文
】

按
ず
る
に
阮
孝
緒
の
『
七
録
』
に
、
孫
武
の
『
八
陣
図
』
一

巻
有
り
、
是
れ
即
ち
『
漢
志
』
の
九
巻
の
図
な
る
や
否
や
、
未

だ
知
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
然
る
に
図
に
必
ず
や
名
有
り
、「
八

陣
」
の
取
り
て
以
て
図
を
名
づ
く
る
も
、
亦
た
猶
お
「
始
計
」

の
取
り
て
以
て
篇
に
名
づ
く
る
が
ご
と
し
。
今
書
に
其
の
名
有

る
も
、
而
る
に
図
に
其
の
目
無
し
、
蓋
し
篇
名
は
諸
子
の
総
称

に
合
す
る
は
、
例
と
し
て
是
く
の
如
き
な
り
。
図
も
亦
た
其
の

下
に
附
す
る
も
、
而
る
に
其
の
名
を
著
さ
ず
、
則
ち
後
人
の
図

の
何
の
用
う
る
所
な
る
か
を
知
ら
ず
。

右
十
六
の
五

【
現
代
語
訳
】

考
え
る
に
阮
孝
緒
の
『
七
録
』
に
は
、
孫
武
の
『
八
陣
図
』

一
巻
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
『
漢
書
』
芸
文
志
の
言
う

と
こ
ろ
の
九
巻
の
図
で
あ
る
か
否
か
は
、
判
断
で
き
な
い
。
し

か
し
図
に
は
必
ず
や
名
称
が
あ
り
、「
八
陣
」
を
以
て
図
に
名

づ
け
る
こ
と
は
、「
始
計
」
を
以
て
篇
名
を
付
け
て
い
る
の
と

同
様
で
あ
る
。
今
（
漢
志
で
は
）、
書
に
は
名
称
が
あ
る
も
の
の
、

図
に
は
名
称
が
無
く
な
っ
て
い
る
。
思
う
に
篇
名
が
諸
子
の
名

の
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
、
例
と
し
て
そ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
図
も
ま
た
そ
の
下
に
附

し
て
、
名
称
を
著
録
し
な
い
の
で
、
後
世
の
人
は
図
の
用
途
が

わ
か
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
十
六
の
五

【
訳
注
】

一　
『
七
録
』
に
「
八
陣
図
一
巻
」
が
著
録
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
は
、

隋
志
子
部
兵
家
類
に
「
鈔
孫
子
兵
法
一
巻
」
を
著
録
し
、そ
の
注
に
「
梁

有
孫
子
兵
法
二
巻
、
…
…
又
孫
子
八
陣
図
一
巻
、
亡
。」
と
あ
る
の
に

よ
る
の
だ
ろ
う
。
姚
振
宗
『
隋
書
経
籍
志
考
証
』
は
「『
漢
書
・
芸
文
志
』

『
孫
子
兵
法
』
有
九
巻
、
此
或
是
九
巻
之
遺
。
又
按
、
此
列
沈
友
書
後
、

或
即
沈
所
増
演
、
附
於
注
本
此
後
者
」
と
す
る
。

二　

始
計
は
、『
孫
子
兵
法
』
初
篇
の
篇
名
、
ま
た
「
計
」
に
作
る
。
楊

丙
安『
十
一
家
注
孫
子
校
理
』の
校
記
に「
孫
子
篇
題
、諸
本
稍
有
参
差
。

簡
本
漫

、
多
不
可
識
、
唯
従
所
存
篇
名
如
刑
（
形
）、
埶
（
勢
）
観

之
、
本
篇
亦
当
止
有
「
計
」
字
。『
武
経
孫
子
』
無
篇
字
、
但
有
篇
次
、
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本
篇
作
「
始
計
第
一
」、「
始
」
字
為
編
者
所
加
。」
と
あ
る
（
二
〇
〜

二
一
頁
）。

【
原
文
】

鄭
樵
言
任
宏
部
次
有
法
﹇
注
一
﹈、
今
可
考
而
知
也
。
権
謀
、
人

也
。
形
勢
、地
也
。
陰
陽
、天
也
。
孟
子
曰
、「
天
時
不
如
地
利
、

地
利
不
如
人
和
。」
此
三
書
之
次
第
也
。
権
謀
、
道
也
。
技
巧
、

芸
也
。
以
道
為
本
、以
芸
為
末
、此
始
末
之
部
秩
也
。
然『
周
官
』

大
司
馬
之
職
掌
与
軍
礼
之
『
司
馬
法
』
諸
条
、当
先
列
為
経
言
、

別
次
部
首
、使
習
兵
事
者
、知
聖
王
之
遺
意
焉﹇
注
二
﹈。
任
宏
以『
司

馬
法
』
入
権
謀
篇
、
班
固
始
移
於
経
礼
﹇
注
三
﹈。
夫
司
馬
之
法
、

豈
可
以
為
権
謀
乎
。
宜
班
固
之
出
此
而
入
彼
也
。
惜
班
固
不
知

互
見
之
法
、
与
別
出
部
首
、
尊
為
経
言
之
例
耳
。

右
十
六
之
六

【
訓
読
文
】

鄭
樵 

任
宏
は
部
次
に
法
有
り
と
言
う
は
、
今
考
え
て
知
る

べ
き
な
り
。
権
謀
は
、
人
な
り
。
形
勢
は
、
地
な
り
。
陰
陽
は
、

天
な
り
。
孟
子
曰
く
、「
天
時
は
地
の
利
に
如
か
ず
、
地
利
は

人
の
和
に
如
か
ず
」
と
。
此
れ
三
書
の
次
第
な
り
。
権
謀
は
、

道
な
り
。
技
巧
は
、
芸
な
り
。
道
を
以
て
本
と
為
し
、
芸
を
以

て
末
と
為
す
、
此
れ
始
末
の
部
秩
な
り
。
然
る
に
『
周
官
』
の

大
司
馬
の
職
掌
と
軍
礼
の
『
司
馬
法
』
の
諸
条
は
、
当
に
先
に

列
べ
て
経
言
と
為
し
、
別
に
部
首
に
次
べ
、
兵
事
を
習
う
者
を

し
て
、
聖
王
の
遺
意
を
知
ら
し
む
べ
し
。
任
宏 

『
司
馬
法
』
を

以
て
権
謀
篇
に
入
る
。
班
固 

始
め
て
経
礼
に
移
す
。
夫
れ
司

馬
の
法
、
豈
に
以
て
権
謀
と
為
す
べ
け
ん
や
。
宜
し
く
班
固
の

此
れ
を
出
だ
し
て
彼
に
入
る
る
べ
き
な
り
。
惜
し
む
ら
く
は
班

固 

互
見
の
法
と
、
別
に
部
首
に
出
だ
し
て
、
尊
び
て
経
言
と

為
す
の
例
と
を
知
ら
ざ
る
の
み
。

右
十
六
の
六

【
現
代
語
訳
】

鄭
樵
に
よ
る
任
宏
の
分
類
に
は
規
範
が
あ
る
と
い
う
発
言

は
、
今
考
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
権
謀
は
、
人
で
あ
る
。
形

勢
は
、
地
で
あ
る
。
陰
陽
は
、
天
で
あ
る
。
孟
子
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
、「
天
時
は
地
利
に
如
か
ず
、
地
利
は
人
和
に

如
か
ず
」（
公
孫
丑
下
）と
。
こ
れ
は
三
つ
の
著
述
の
配
列
で
あ
る
。

権
謀
は
道
で
あ
り
、
技
巧
は
芸
で
あ
る
。
道
を
根
本
と
し
、
芸
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を
末
と
す
る
、
こ
れ
は
、
冒
頭
と
末
尾
の
順
序
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
『
周
官
』
の
大
司
馬
の
職
掌
と
軍
礼
の
『
司
馬
法
』

の
諸
条
は
、
ま
ず
経
言
と
し
て
扱
い
、
他
の
著
述
と
分
け
て
分

類
の
は
じ
め
に
並
べ
、
兵
事
を
習
う
も
の
に
聖
王
の
遺
意
を
知

ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
任
宏
は
『
司
馬
法
』
を
権
謀
篇
に
入
れ

て
い
た
が
、
班
固
が
始
め
て
そ
れ
を
経
書
の
礼
類
に
移
し
た
。

『
司
馬
法
』
が
ど
う
し
て
権
謀
の
書
で
あ
ろ
う
か
。
班
固
が
こ

れ
を
（
権
謀
か
ら
礼
類
へ
）
移
し
た
の
は
実
に
正
し
い
。
惜
し
む

べ
き
は
班
固
が
互
著
の
法
と
、（
本
来
の
所
属
と
は
）
別
に
分
類
の

は
じ
め
に
分
出
す
る
こ
と
で
、
尊
ん
で
経
言
と
す
る
体
例
を
理

解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

右
十
六
の
六

【
訳
注
】

一　
『
通
志
』
校
讎
略
「
編
書
不
明
分
類
論
」
に
「
七
略
惟
兵
家
一
略

任
宏
所
校
、
分
権
謀
、
形
勢
、

陽
、
技
巧
為
四
種
書
、
又
有
図

四
十
三
巻
与
書
参
焉
、
観
其
類
例
亦
可
知
兵
、
况
見
其
書
乎
。
其
次

則
尹
咸
校
数
術
、李
柱
国
校
方
技
亦
有
条
理
。惟
劉
向
父
子
所
校
経
伝
、

諸
子
、
詩
賦
冗
雑
不
明
、
尽
採
語
言
、
不
存
図
譜
、
緣
劉
氏
章
句
之
儒
、

胸
中
元
無
倫
類
。
班
固
不
知
其
失
、
是
故
後
世
亡
書
多
、
而
学
者
不

知
源
別
。
凡
編
書
惟
細
分
難
、
非
用
心
精
微
、
則
不
能
也
。
兵
家
一

略
極
明
、
若
他
略
皆
如
此
、
何
憂
乎
斯
文
之
喪
也
。」
と
あ
る
。

二　

同
旨
の
主
張
は
、「
焦
竑
誤
校
漢
志
第
十
二
」
第
九
節
で
も
述
べ
ら

れ
て
い
た
。
ま
た
、「
経
言
」
は
、
そ
の
学
術
の
中
で
経
に
相
当
す
る

よ
う
な
言
説
。『
文
史
通
義
』
経
解
中
に
、「
如
天
文
之
甘
石
『
星
経
』、

方
技
之
『
霊
』、『
素
』、『
難
経
』、
其
類
実
繁
、
則
猶
匠
祭
魯
般
、
兵

祭
蚩
尤
、
不
必
著
書
者
之
果
為
聖
人
、
而
習
是
術
者
、
奉
為
依
帰
、

則
亦
不
得
不
尊
以
為
経
言
者
也
。」
と
あ
る
。
本
章
第
一
節
に
見
え
る

「
経
語
」
も
ま
た
同
じ
で
あ
ろ
う
。

三　

も
と
の
『
七
略
』
に
お
い
て
兵
書
略
兵
権
謀
類
に
著
録
さ
れ
て
い

た
「
軍
礼
司
馬
法
百
五
十
五
篇
」
を
、
班
固
が
六
芸
略
礼
類
に
入
れ

た
こ
と
は
、「
鄭
樵
誤
校
漢
志
第
十
一
」
第
二
節
な
ど
で
も
言
及
さ
れ

て
い
る
。

【
原
文
】

書
有
同
名
而
異
実
者
、
必
著
其
同
異
之
故
、
而
辨
別
其
疑
似

焉
。
則
与
重
複
互
注
、
裁
篇
別
出
之
法
、
可
以
並
行
而
不
悖
矣
。

﹇
注
一
﹈
兵
形
勢
家
之
『
尉
繚
』
三
十
一
篇
、与
雑
家
之
『
尉
繚
子
』

二
十
九
篇
同
名
。﹇
注
二
﹈
兵
陰
陽
家
之
『
孟
子
』
一
篇
、
与
儒
家
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之
『
孟
子
』
十
一
篇
同
名
。﹇
注
三
﹈『
師
曠
』
八
篇
、
与
小
説
家

之
『
師
曠
』
六
篇
同
名
。﹇
注
四
﹈『
力
牧
』
十
五
篇
、
与
道
家
之

『
力
牧
』二
十
二
篇
同
名
。﹇
注
五
﹈
兵
技
巧
家
之『
伍
子
胥
』十
篇
、

与
雑
家
之
『
伍
子
胥
』
八
篇
同
名
。﹇
注
六
﹈
著
録
之
家
、
皆
当
別

白
而
条
著
者
也
。
若
兵
書
之
『
公
孫
鞅
』
二
十
七
篇
、
与
法
家

之
『
商
君
』
二
十
九
篇
、
名
号
雖
異
而
実
為
一
人
、
亦
当
著
其

是
否
一
書
也
﹇
注
七
﹈。

右
十
六
之
七

【
訓
読
文
】

書
に
名
を
同
じ
く
し
て
実
を
異
に
す
る
者
有
り
、
必
ず
や
其

の
同
異
の
故
を
著
し
、
而
し
て
其
の
疑
似
を
弁
別
す
。
則
ち
重

複
互
注
、
裁
篇
別
出
の
法
と
、
以
て
並
行
し
て
悖
ら
ざ
る
べ

し
。
兵
形
勢
家
の
『
尉
繚
』
三
十
一
篇
、
雑
家
の
『
尉
繚
子
』

二
十
九
篇
と
同
名
な
り
。
兵
陰
陽
家
の
『
孟
子
』
一
篇
、
儒
家

の
『
孟
子
』
十
一
篇
と
同
名
な
り
。『
師
曠
』
八
篇
、
小
説
家

の
『
師
曠
』
六
篇
と
同
名
な
り
。『
力
牧
』
十
五
篇
、道
家
の
『
力

牧
』
二
十
二
篇
と
同
名
な
り
。
兵
技
巧
家
の
『
伍
子
胥
』
十

篇
、
雑
家
の
『
伍
子
胥
』
八
篇
と
同
名
な
り
。
著
録
の
家
、
皆

な
当
に
別
に
白
し
て
条
著
す
べ
き
者
な
り
。
兵
書
の『
公
孫
鞅
』

二
十
七
篇
の
若
き
は
、
法
家
の
『
商
君
』
二
十
九
篇
と
、
名
号

異
な
る
と
雖
も
而
る
に
実
は
一
人
為
り
、
亦
た
当
に
其
れ
是
れ

一
書
な
る
か
否
か
を
著
す
べ
し
。

右
十
六
之
七

【
現
代
語
訳
】

書
物
に
は
名
称
を
同
じ
く
し
て
も
内
実
を
異
に
す
る
も
の
が

あ
り
、
著
録
す
る
際
に
は
必
ず
そ
の
異
同
の
理
由
を
示
し
て
、

そ
の
疑
似
を
弁
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
重
複
互
注
や
裁
篇

別
出
の
法
と
、
並
び
行
い
混
乱
し
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ

る
。
兵
形
勢
家
に
著
録
さ
れ
る
『
尉
繚
』
三
十
一
篇
は
、
雑
家

の
『
尉
繚
子
』
二
十
九
篇
と
同
名
で
あ
る
。
兵
陰
陽
家
の
『
孟

子
』
一
篇
は
、儒
家
の
『
孟
子
』
十
一
篇
と
同
名
で
あ
る
。『
師

曠
』
八
篇
は
、小
説
家
の
『
師
曠
』
六
篇
と
同
名
で
あ
る
。『
力

牧
』
十
五
篇
は
、道
家
の
『
力
牧
』
二
十
二
篇
と
同
名
で
あ
る
。

兵
技
巧
家
の
『
伍
子
胥
』
十
篇
は
、
雑
家
の
『
伍
子
胥
』
八
篇

と
同
名
で
あ
る
。
目
録
編
纂
者
は
、
み
な
作
者
の
区
別
を
は
っ

き
り
さ
せ
て
著
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
兵
書
の『
公
孫
鞅
』

二
十
七
篇
の
よ
う
な
も
の
は
、法
家
の
『
商
君
』
二
十
九
篇
と
、

名
号
は
相
違
し
て
い
る
が
、
著
者
は
実
は
同
一
で
あ
り
、
こ
れ
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も
ま
た
同
一
書
で
あ
る
か
否
か
を
著
す
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
十
六
の
七

【
訳
注
】

一　

重
複
互
注
は
、
同
一
の
書
物
を
重
複
を
避
け
ず
に
二
つ
以
上
の
門

類
に
著
録
す
る
方
法
、
即
ち
互
著
で
あ
る
。
裁
篇
別
出
は
一
書
か
ら

章
な
り
節
な
り
を
摘
出
し
て
、
章
名
・
節
名
を
以
て
別
の
門
類
に
著

録
す
る
方
法
、
即
ち
別
裁
で
あ
る
。
詳
し
く
は
『
校
讎
通
義
』
訳
注

の
「
互
著
第
三
」「
別
裁
第
四
」
を
参
考
さ
れ
た
い
。

二　

顧
実『
漢
書
芸
文
志
講
疏
』諸
子
略
・
雑
家「
尉
繚
二
十
九
篇
」条
に
、

「
兵
形
勢
家
有
『
尉
繚
』
三
十
一
篇
、蓋
非
同
書
。
然
『
隋
志
』
雑
家
『
尉

繚
子
』
五
巻
、
謂
梁
並
録
六
巻
、
梁
恵
王
時
人
、
則
已
合
兵
家
『
尉
繚
』

而
為
一
矣
。『
初
学
記
』『
御
覧
』
引
『
尉
繚
子
』
並
雑
家
言
、
是
其

書
唐
宋
猶
存
。『
史
記
』
曰
、「
大
梁
人
尉
繚
来
説
秦
王
、
其
計
以
散

財
物
賂
諸
侯
強
臣
、
不
過
三
十
万
金
、
則
諸
侯
可
尽
。」
此
当
為
雑
家

尉
繚
、
非
梁
恵
王
時
兵
家
之
尉
繚
。」
と
あ
る
。

三　

姚
振
宗
『
漢
書
芸
文
志
条
理
』
に
「
此
列
東
父
、
師
曠
之
前
、
則

其
人
遠
在
孟
子
之
先
、
蓋
即
五
行
家
之
『
猛
子
』」
と
あ
る
。

四　

張
舜
徽
は
『
漢
書
芸
文
志
通
釈
』
諸
子
略
・
小
説
家
『
師
曠
』
条

に
お
い
て
「『
師
曠
』
有
八
書
篇
、
在
兵
書
略
陰
陽
家
。
標
題
雖
同
、

所
言
各
異
也
。『
春
秋
』
襄
公
十
四
年
『
左
伝
』、「
師
曠
侍
於
晋
侯
」、

杜
注
云
、「
師
曠
、
晋
楽
太
師
野
」。
而
『
孟
子
・
離
婁
篇
』
称
「
師

曠
之
聡
」、
趙
注
云
、「
師
曠
、
晋
平
公
之
楽
太
師
也
、
其
聴
至
聡
」。

其
他
行
事
、
散
見
於
『
周
書
』『
国
語
』『
韓
非
』『
呂
覧
』
者
尚
多
。

是
固
周
末
聞
人
也
、
故
造
偽
書
者
依
托
之
。
書
亦
早
亡
。」
と
案
じ
て

い
る
。

五　

顧
実『
漢
書
芸
文
志
講
疏
』諸
子
略
・
道
家「
力
牧
二
十
二
篇
」条
に
、

「
兵
陰
陽
家
有
『
力
牧
』
十
五
篇
、班
注
語
意
略
同
、然
未
必
同
書
。『
淮

南
子
・
覧
冥
篇
』
云
「
黄
帝
治
天
、
而
力
牧
、
太
山
稽
輔
之
」、
或
拠

此
書
。『
文
心
雕
龍
・
諸
子
篇
』
云
「『
風
后
』『
力
牧
』
篇
述
者
、
蓋

上
古
遺
語
、
而
戦
代
所
記
」、
其
詞
亦
視
班
注
為
恕
」
と
あ
る
。

六　

顧
実
『
漢
書
芸
文
志
講
疏
』
雑
家
「
伍
子
胥
八
篇
」
条
に
、「
疑
兵

技
巧
家
伍
子
胥
十
篇
、蓋
非
同
書
。『
越
絶
書
』
明
言
「
一
説
子
胥
作
、

外
者
非
一
人
作
」。
洪
頤
煊
曰
、「
今
本
『
越
絶
』
篇
次
錯
乱
。
以
末

篇
証
之
、
本
八
篇
、「
太
白
」
第
一
、「
荊
平
」
第
二
、「
呉
」
第
三
、「
計

倪
」
第
四
、「
請
糴
」
第
五
、「
九
術
」
第
六
、「
兵
法
」
第
七
、「
陳
恒
」

第
八
、与
雑
家
『
伍
子
胥
』
篇
数
正
同
」。
蓋
『
越
絶
』
本
分
内
外
伝
。

内
伝
八
篇
、
今
存
荊
平
王
、
呉
、
計
倪
、
請
糴
、
陳
成
恒
、
九
術
六
篇
。

審
其
文
字
、当
即
雑
家
之『
伍
子
胥
』書
、而
余
為
後
漢
袁
康
作
也
。『
文

選
』
注
、『
太
平
御
覧
』
並
引
『
越
絶
書
』
伍
子
胥
「
水
戦
法
」、当
為
「
兵
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法
篇
」
之
佚
文
。」
と
あ
る
。

七　

顧
実
『
漢
書
芸
文
志
講
疏
』
法
家
「
商
君
二
十
九
篇
」
条
に
、「
兵

権
謀
家
『
公
孫
鞅
』
二
十
七
篇
、
蓋
非
同
書
。
商
君
以
『
法
経
』
六

篇
入
秦
、
而
燔
詩
書
『
韓
非
子
』
曰
、「
蔵
商
、
管
之
法
者
家
有
之
」。

蓋
『
商
君
』
与
『
管
子
』
同
、
亦
出
伝
学
者
之
手
。「
更
法
篇
」
首
句

即
称
孝
公
之
諡
。
又
「
来
民
篇
」
曰
「
秦
師
至

郢
、
挙
若
振
槁
、

唐
蔑
死
於
垂
沙
、
荘

発
於
内
楚
」。
此
皆
秦
昭
王
時
事
、
非
商
君
所

及
見
也
。」
と
あ
る
。

【
原
文
】

鄭
樵
痛
詆
劉
・
班
著
録
、
収
書
而
不
収
図
、
以
為
図
譜
之
亡
、

由
於
不
為
専
門
著
録
始
也
。
因
於『
七
略
』之
中
、独
取
任
宏『
兵

書
略
』、
為
其
書
列
七
百
九
十
篇
、
而
図
至
四
十
三
巻
也
﹇
注
一
﹈。

然
任
宏
兵
略
具
在
、
而
按
録
以
徴
、
亡
逸
之
図
、
又
安
在
哉
。

夫
著
録
之
道
、
不
係
存
亡
、
而
係
於
考
証
耳
。
存
其
部
目
、
可

以
旁
証
遠
捜
、
此
「
逸
詩
」、「
逸
書
」
之
所
以
貴
存
「
小
序
」

也
﹇
注
二
﹈。
任
宏
収
図
、
不
能
詳
分
部
次
、
収
而
猶
之
未
収
也
。

誠
欲
広
図
之
用
、
則
当
別
為
部
次
、
表
名
図
目
如
『
八
陣
図
』

之
類
。
而
於
本
人
本
書
之
下
、
更
為
重
複
互
注
、
庶
幾
得
其
倫

叙
歟
。

右
十
六
之
八

【
訓
読
文
】

鄭
樵 

劉
・
班
の
著
録
の
、
書
を
収
め
て
図
を
収
め
ざ
る
を

痛
詆
し
、
以
為
え
ら
く
図
譜
の
亡
ぶ
は
、
専
門
の
著
録
を
為
さ

ざ
る
に
由
り
て
始
ま
る
、
と
。
因
り
て
『
七
略
』
の
中
、
独
り

任
宏
の
「
兵
書
略
」
を
取
り
、其
の
書 

七
百
九
十
篇
を
列
べ
て
、

而
し
て
図
は
四
十
三
巻
に
至
る
と
為
す
。
然
る
に
任
宏
の
兵
略

具
に
在
り
、
而
し
て
録
に
按
じ
て
以
て
徴
す
れ
ば
、
亡
逸
の
図
、

又
安
く
に
在
ら
ん
や
。
夫
れ
著
録
の
道
、
存
亡
に
係
ら
ず
、
而

し
て
考
証
に
係
る
の
み
。
其
の
部
目
を
存
す
れ
ば
、
以
て
旁
証

遠
捜
す
べ
く
、
此
れ
「
逸
詩
」、「
逸
書
」
の
「
小
序
」
を
存
す

る
を
貴
ぶ
所
以
な
り
。
任
宏 

図
を
収
め
て
、
詳
ら
か
に
部
次

を
分
く
る
能
わ
ず
、
収
め
て
猶
お
之
を
未
だ
収
め
ざ
る
が
ご
と

き
な
り
。
誠
し
図
の
用
を
広
げ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
当
に
別

に
部
次
を
為
し
、
図
目
を
表
名
し
、『
八
陣
図
』
の
類
の
如
く

す
べ
き
な
り
。
而
し
て
本
人
本
書
の
下
に
、
更
に
重
複
互
注
を

為
せ
ば
、
其
の
倫
叙
を
得
る
に
庶
幾
か
ら
ん
。

右
十
六
の
八
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【
現
代
語
訳
】

鄭
樵
は
劉
・
班
の
著
録
に
お
い
て
、
書
物
を
収
録
し
て
図
を

収
録
し
な
か
っ
た
こ
と
を
痛
烈
に
批
判
し
て
お
り
、
図
譜
が
散

逸
し
た
理
由
を
、
専
門
的
の
類
を
立
て
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。『
七
略
』
の
う
ち
で
、
た
だ
任
宏
の

「
兵
書
略
」
を
取
り
あ
げ
、
書
物
七
百
九
十
篇
を
並
べ
て
、
図

四
十
三
巻
を
著
録
す
る
に
至
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
任
宏
が
編
纂
し
た
「
兵
書
略
」
に
（
図
譜
は
）
具
備
し

て
い
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
求
め
て
も
、
亡
逸
し
た
図
は
、
何

処
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
っ
た
い
著
録
の
道
と
い

う
の
は
、
存
亡
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
考
証
に
か
か
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
分
類
と
書
目
を
残
し
て
い
れ
ば
、
広

く
考
証
捜
索
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
、

「
逸
詩
」
や
「
逸
書
」
に
お
い
て
「
小
序
」
の
伝
わ
る
こ
と
が

重
視
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
任
宏
は
図
を
収
録
す
る
際
に
、
合

理
的
に
部
次
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
て
お
ら
ず
、
こ
れ
で
は
収

録
し
て
も
収
録
し
て
い
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
も
し
図
の
効

用
を
広
く
発
揮
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
独
立
し
た
部
次
と
し
て
、

図
名
を
は
っ
き
り
と
付
け
て
『
八
陣
図
』
の
よ
う
に
す
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
し
て
、
著
者
や
他
の
書
物
の
下
に
、
さ
ら
に
重
複

し
て
互
注
す
れ
ば
、
秩
序
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

以
上
十
六
の
八

【
訳
注
】

一　

鄭
樵
『
通
志
』
図
譜
略
に
、「
漢
初
典
籍
無
紀
、
劉
氏
創
意
総
括
群

書
、
分
為
『
七
略
』、
只
収
書
、
不
収
図
。
芸
文
之
目
、
逓
相
因
習
、

故
天
禄
、
蘭
台
、
三
館
、
四
庫
內
外
之
蔵
、
但
聞
有
書
而
已
。
蕭
何

之
図
、
自
此
委
地
。
後
之
人
将
慕
劉
、
班
之
不
暇
、
故
図
消
而
書
日
盛
。

惟
任
宏
校
兵
書
一
類
分
為
四
種
、
有
書
五
十
三
家
、
有
図
四
十
三
巻
、

載
在
『
七
略
』、
独
異
於
他
。」
と
あ
る
。

二　

逸
詩
は
、
現
行
の
『
毛
詩
』
に
詩
題
と
小
序
の
み
が
伝
わ
り
、
歌

辞
の
伝
わ
ら
な
い
六
篇
の
詩
。
逸
書
は
、
現
行
の
『
尚
書
』
に
篇
名

と
序
文
の
み
が
伝
わ
り
、本
文
は
失
わ
れ
た
『
尚
書
』
の
佚
文
を
言
う
。



 ‒140‒

「文学部紀要」文教大学文学部第31-1号　文教大学目録学研究会

 （97）

漢
志
数
術
﹇
注
一
﹈
第
十
七　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
原
文
】

数
術
諸
書
、
多
以
図
著
、
如
天
文
之
『
泰
一
雑
子
星
』『
五

残
雑
変
星
』、
書
雖
不
伝
、
而
世
伝
甘
石
『
星
経
』〔
原
注
：
未
著

於
録
。〕、
則
有
星
図
可
証
者
也
﹇
注
二
﹈。『
漢
日
旁
気
行
事
占
験
』

不
伝
、
而
「
隋
志
」『
魏
氏
日
旁
気
図
』
一
巻
可
証
﹇
注
三
﹈。『
海

中
星
占
験
』
不
伝
、而
「
隋
志
」『
海
中
星
図
』
一
巻
可
証
﹇
注
四
﹈。

『
図
書
秘
記
』
十
七
篇
、
著
於
天
文
之
録
、『
耿
昌
月
行
帛
図
』、

著
於
暦
譜
之
録
﹇
注
五
﹈。『
後
漢
・
暦
志
』
賈
逵
論
引
「
甘
露
二

年
、大
司
農
丞
耿
寿
昌
奏
以
図
儀
度
日
月
行
、考
験
天
運
」﹇
注
六
﹈、

則
諸
書
之
有
図
、
蓋
指
不
可
勝
屈
矣
。
尹
咸
校
数
術
書
、
非
特

不
能
釐
別
図
書
、
標
目
家
学
、
即
僅
如
任
宏
之
兵
書
条
例
﹇
注
七
﹈、

但
注
有
図
於
本
書
之
下
、
亦
不
能
也
。
此
其
所
以
難
究
索
歟
。

　

右
十
七
之
一

【
訓
読
文
】

数
術
諸
書
は
、
多
く
図
を
以
て
著
さ
れ
、
天
文
の
『
泰
一
雑

子
星
』『
五
残
雑
変
星
』
の
如
く
は
、
書 

伝
わ
ら
ず
と
雖
も
、

世
伝
の
甘
石
『
星
経
』〔
原
注
：
未
だ
録
に
著
さ
れ
ず
。〕、
則
ち
星
図

有
り
て
証
す
可
き
者
な
り
。『
漢
日
旁
気
行
事
占
験
』
伝
わ
ら

ざ
る
も
「
隋
志
」『
魏
氏
日
旁
気
図
』
一
巻 

証
す
べ
し
。『
海

中
星
占
験
』
伝
わ
ら
ざ
る
も
、「
隋
志
」
の
『
海
中
星
図
』
一

巻 

証
す
べ
し
。『
図
書
秘
記
』
十
七
篇
、
天
文
の
録
に
著
さ

れ
、『
耿
昌
月
行
帛
図
』、
暦
譜
の
録
に
著
さ
る
。『
後
漢
・
暦

志
』
賈
逵
の
論
の
「
甘
露
二
年
、
大
司
農
丞
耿
寿
昌
奏
す
ら
く

図
儀
を
以
て
日
月
の
行
を
度
り
、天
運
を
考
験
す
」
を
引
け
ば
、

則
ち
諸
書
の
図
有
る
は
、
蓋
し
指 

屈
す
る
に
勝
う
可
か
ら
ず
。

尹
咸 

数
術
書
を
校
ず
る
も
、
特
に
図
書
を
釐
別
し
、
家
学
を

標
目
す
る
能
わ
ざ
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
即
ち
僅
か
に
任
宏
の
兵

書
の
条
例
の
如
く
、
但
だ
注
し
て
図
を
本
書
の
下
に
有
ら
し
む

る
も
、
亦
た
能
わ
ざ
る
な
り
。
此
れ
其
の
究
索
を
難
く
す
る
所

以
な
る
か
。

右
十
七
の
一

【
現
代
語
訳
文
】

数
術
の
諸
書
は
、
多
く
が
図
を
附
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
天

文
家
類
の
『
泰
一
雑
子
星
』『
五
残
雑
変
星
』
の
よ
う
な
も
の

は
、書
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、世
に
伝
わ
る
甘
公
、石
申
『
星

経
』〔
原
著
：
著
録
な
し
。〕
が
、（
上
掲
書
に
も
）
星
図
が
附
さ
れ
て
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い
た
こ
と
の
証
拠
に
な
る
。『
漢
日
旁
気
行
事
占
験
』は
伝
わ
っ

て
い
な
い
が
、「
隋
志
」
に
『
魏
氏
日
旁
気
図
』
一
巻
が
あ
り
、

こ
れ
も
図
が
附
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
拠
と
な
る
だ
ろ
う
。『
海

中
星
占
験
』
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、「
隋
志
」
に
『
海
中
星
図
』

一
巻
が
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
（
図
が
附
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
）
証
拠

と
な
る
。
ま
た
、
数
術
略
に
は
、『
図
書
秘
記
』
十
七
篇
が
天

文
類
に
著
録
さ
れ
て
お
り
、『
耿
昌
月
行
帛
図
』
が
暦
譜
類
に

著
録
さ
れ
て
い
る
。『
後
漢
書
』
律
暦
志
に
見
え
る
賈
逵
の
暦

論
に
、「
甘
露
二
年
、
大
司
農
丞
耿
寿
昌
が
上
奏
し
て
、
図
儀

に
よ
っ
て
日
月
の
行
を
計
測
し
、
天
の
運
行
を
調
べ
た
」
と
引

か
れ
て
い
る
の
を
考
え
て
み
れ
ば
、
数
術
略
に
著
録
さ
れ
る
諸

書
に
図
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
で
あ

る
。
尹
咸
は
数
術
書
を
校
定
し
た
が
、
た
だ
図
と
書
を
整
理
、

区
別
し
て
、
数
術
家
の
学
の
源
流
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
任
宏
の
兵
書
略
の
条
例
の
よ
う

に
、
注
を
し
て
本
書
の
下
に
図
を
記
す
こ
と
す
ら
も
で
き
て
い

な
い
。
こ
れ
が
数
術
略
の
探
究
を
難
し
く
し
て
い
る
理
由
だ
ろ

う
か
。

右
十
七
の
一

【
訳
注
】

一　

数
術
略
は
天
文
、
暦
譜
、
陰
陽
、
五
行
、
蓍
亀
、
雑
占
、
形
法
の

六
類
か
ら
な
り
、百
九
十
家
、二
千
五
百
二
十
八
巻
を
著
録
し
て
い
る
。

数
術
略
を
整
理
し
た
の
は
、
太
史
令
尹
咸
で
あ
る
。
数
術
略
の
後
序

に
「
数
術
者
、
皆
明
堂
羲
和
史
卜
之
職
也
。
史
官
之
廃
久
矣
。
其
書

既
不
能
具
。
雖
有
其
書
而
無
其
人
。
易
曰
、「
苟
非
其
人
、道
不
虛
行
。」

春
秋
時
魯
有
梓
慎
、
鄭
有
裨
竈
、
晋
有
卜
偃
、
宋
有
子
韋
。
六
国
時

楚
有
甘
公
、魏
有
石
申
夫
。
漢
有
唐
都
、庶
得
麤

。
蓋
有
因
而
成
易
、

無
因
而
成
難
、
故
因
旧
書
以
序
数
術
為
六
種
。」
と
あ
る
。

二　

数
術
略
天
文
類
に
「
泰
一
雑
子
星
二
十
八
巻
」、
ま
た
「
五
残
雑
変

星
二
十
一
巻
」
と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
甘
石
『
星
経
』

に
つ
い
て
は
、「
隋
志
」
子
部
天
文
類
に
、「
星
経
二
巻
」
が
著
録
さ

れ
て
い
る
。「
隋
志
」
は
撰
者
を
記
さ
な
い
が
、『
郡
斎
読
書
志
』
天

文
類
に
「『
星
経
』
一
巻
、漢
甘
公
、石
申
撰
」
と
あ
る
。
現
行
本
『
星

経
』
上
下
巻
（
漢
魏
叢
書
）
に
は
、
随
所
に
図
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

三　

数
術
略
天
文
類
に
「
漢
日
旁
気
行
事
占
験
三
巻
」
と
し
て
著
録
さ

れ
て
い
る
。「
魏
氏
日
旁
気
図
一
巻
」
は
、
子
部
天
文
家
類
に
著
録
さ

れ
て
い
る
。

四　

数
術
略
天
文
類
に
「
海
中
星
占
験
十
二
巻
」
と
し
て
著
録
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
隋
志
子
部
天
文
家
類
に
は
、「
海
中
星
占
一
巻
」
と
並
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ん
で
「
星
図
海
中
占
一
巻
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。

五　

数
術
略
天
文
類
に「
図
書
秘
記
十
七
篇
」と
し
て
著
録
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
暦
譜
類
に
「
耿
昌
月
行
帛
図
二
百
三
十
二
巻
」
と
し
て
著
録

さ
れ
て
い
る
。
耿
昌
は
、
名
は
寿
昌
。
同
じ
く
暦
譜
類
に
「
耿
昌
月

行
度
二
巻
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。

六　
『
後
漢
書
』
律
暦
志
に
引
か
れ
る
賈
逵
の
暦
論
に
、「
甘
露
二
年
、

大
司
農
丞
耿
寿
昌
奏
、
以
図
儀
度
日
月
行
、
考
験
天
運
状
、
日
月
行
、

至
牽
牛
、
東
井
、
日
過
一
度
、
月
行
十
五
度
。
至
婁
、
角
、
日
行
一
度
、

月
行
十
三
度
、
赤
道
使
然
。
此
前
世
所
共
知
也
」
と
見
え
る
。

七　
「
漢
志
兵
書
」
第
十
六
之
五
参
照
。

【
原
文
】

五
行
家
之『
鍾
律
災
応
』、当
与
六
芸
略
楽
経
諸
書
互
注
﹇
注
一
﹈。

『
鍾
律
叢
辰
日
苑
』『
鍾
律
消
息
』『
黄
鍾
』
三
書
、
亦
同
﹇
注
二
﹈。

『
五
音
奇

用
兵
』
二
十
三
巻
、『
刑
徳
』
二
十
一
巻
、
当
与
兵

書
陰
陽
家
互
注
﹇
注
三
﹈。
其
五
行
之
本
尚
書
、
蓍
亀
之
本
周
易
、

已
具
論
次
﹇
注
四
﹈、
不
復
置
議
。

右
十
七
之
二

【
訓
読
文
】

五
行
家
の
『
鍾
律
災
応
』、
当
に
六
芸
略
の
楽
経
諸
書
と
互

注
す
べ
し
。『
鍾
律
叢
辰
日
苑
』『
鍾
律
消
息
』『
黄
鍾
』
の
三

書
も
、
亦
た
同
じ
。『
五
音
奇

用
兵
』
二
十
三
巻
、『
刑
徳
』

二
十
一
巻
、
当
に
兵
書
の
陰
陽
家
と
互
注
す
べ
し
。
其
れ
五
行

の
尚
書
に
本
づ
き
、
蓍
亀
の
周
易
に
本
づ
く
は
、
已
に
具
さ
に

論
次
す
れ
ば
、
復
た
議
を
置
か
ず
。

右
十
七
の
二

【
現
代
語
訳
文
】

五
行
類
の
『
鍾
律
災
応
』
は
、
六
芸
略
の
楽
経
諸
書
と
互

注
す
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。『
鍾
律
叢
辰
日
苑
』『
鍾
律
消
息
』

『
黄
鍾
』
の
三
書
も
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
す
る
の
が
よ
い
。『
五

音
奇

用
兵
』
二
十
三
巻
、『
五
音
奇

刑
徳
』
二
十
一
巻
は
、

兵
書
略
の
陰
陽
類
と
互
注
す
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
五
行
類
が

六
芸
略
尚
書
類
に
基
づ
き
、
蓍
亀
類
は
周
易
類
に
基
づ
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
詳
し
く
論
じ
て
い
る
の
で
、
こ
こ

で
は
再
び
議
論
し
な
い
。

右
十
七
の
二
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【
訳
注
】

一　

数
術
略
五
行
類
は
、
三
十
一
家
、
六
百
五
十
二
巻
が
著
録
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
後
序
に
、「
五
行
者
、
五
常
之
形
気
也
。
書
云
「
初
一
曰

五
行
、次
二
曰
羞
用
五
事
」、言
進
用
五
事
以
順
五
行
也
。
貌
、言
、視
、

聴
、
思
心
失
、
而
五
行
之
序
乱
、
五
星
之
変
作
、
皆
出
於
律
暦
之
数

而
分
為
一
者
也
。
其
法
亦
起
五
徳
終
始
、
推
其
極
則
無
不
至
。
而
小

数
家
因
此
以
為
吉
凶
、而
行
於
世
、
以
相
乱
。」と
あ
る
。「
鍾
律
災
応
」

は
、「
鍾
律
災
異
二
十
六
巻
」
と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
。

二　

数
術
略
五
行
家
類
に
、そ
れ
ぞ
れ「
鍾
律
叢
辰
日
苑
二
十
三
巻
」、「
鍾

律
消
息
二
十
九
巻
」、「
黄
鍾
七
巻
」と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

現
行
の
六
藝
略
楽
経
類
に
は
六
家
、
百
六
十
五
篇
が
著
録
さ
れ
て
い

る
。

三　
「
五
音
奇

用
兵
二
十
三
巻
」
に
つ
い
て
、
顔
師
古
注
は
許
慎
の
言

葉
を
引
い
て
、「

、
軍
中
約
也
」
と
述
べ
て
い
る
。「
刑
徳
二
十
一

巻
」
は
、「
五
音
奇

刑
徳
」
を
指
す
。
兵
書
略
兵
陰
陽
後
序
に
「
陰

陽
者
、
順
時
而
発
、
推
刑
徳
、
隨
斗
擊
、
因
五
勝
、
仮
鬼
神
而
為
助

者
也
」
と
あ
り
、ま
た
、『
淮
南
子
』
兵
略
訓
に
「
明
於
星
辰
日
月
之
運
、

刑
徳
奇

之
数
、
背
郷
左
右
之
便
、
此
戦
之
助
也
。」
と
見
え
、
高
誘

注
は
、「
奇

、
陰
陽
奇
秘
之
要
、
非
常
之
術
」
と
す
る
。
ま
た
、『
史

記
』
亀
策
列
伝
に
、「
明
於
陰
陽
、
審
於
刑
徳
」
と
あ
る
よ
う
に
、
刑

罰
を
下
す
こ
と
と
徳
化
を
図
る
こ
と
は
、
陰
気
と
陽
気
の
働
き
に
対

応
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

四　
「
補
校
漢
芸
文
志
」
第
十
之
五
の
訳
注
参
照
。

【
原
文
】

雑
占
家
之
『
禳
祀
天
文
』『
請
雨
止
雨
』『
雑
子
候
歳
』〔
泰
一
、

子
貢
二
家
。〕『
神
農
教
田
相
土
耕
種
』
諸
書
、
当
与
諸
子
農
家
互

注
。﹇
注
一
﹈

右
十
七
之
三

【
訓
読
文
】

雑
占
家
の
『
禳
祀
天
文
』『
請
雨
止
雨
』『
雑
子
候
歳
』〔
泰
一
、

子
貢
の
二
家
。〕『
神
農
教
田
相
土
耕
種
』
の
諸
書
、
当
に
諸
子
の

農
家
と
互
注
す
べ
し
。

右
十
七
の
三

【
現
代
語
訳
文
】

雑
占
類
の
『
禳
祀
天
文
』『
請
雨
止
雨
』『
雑
子
候
歳
』〔
泰
一
、

子
貢
の
二
家
で
あ
る
。〕『
神
農
教
田
相
土
耕
種
』
の
諸
書
は
、「
諸
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子
略
」
の
農
家
類
と
互
注
す
る
の
が
よ
い
。

右
十
七
の
三

【
訳
注
】

一　

数
術
略
雑
占
類
に
は
、
十
八
家
三
百
一
十
三
巻
の
著
述
が
著
録
さ

れ
て
お
り
、そ
の
後
序
に
は
、「
雑
占
者
、紀
百
事
之
象
、候
善
悪
之
徵
。

易
曰
、『
占
事
知
来
。』
衆
占
非
一
、
而
夢
為
大
、
故
周
有
其
官
。
而

詩
載
熊
羆
虺
蛇
衆
魚

之
夢
、
著
明
大
人
之
占
、
以
考
吉
凶
、
蓋

参
卜
筮
。
春
秋
之
説

也
、
曰
、『
人
之
所
忌
、
其
気
炎
以
取
之
、

由
人
興
也
。
人
失
常
則

興
、
人
無
釁
焉
、

不
自
作
。』
故
曰
、『
徳

勝
不
祥
、
義
厭
不
恵
。』
桑
穀
共
生
、
大
戊
以
興
、

雉
登
鼎
、
武
丁

為
宗
。
然
惑
者
不
稽
諸
躬
、
而
忌

之
見
、
是
以
詩
刺
『
召
彼
故
老
、

訊
之
占
夢
」、
傷
其
舎
本
而
憂
末
、
不
能
勝
凶
咎
也
。』
と
あ
る
。
こ

こ
に
挙
が
る
書
物
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
禳
祀
天
文
十
八
巻
」、

「
請
雨
止
雨
二
十
六
巻
」、「
泰
壱
雑
子
候
歳
二
十
二
巻
」、「
神
農
教
田

相
土
耕
種
十
四
巻
」
と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
。「
神
農
教
」
に
つ
い

て
、『
呂
氏
春
秋
』
愛
類
に
、「
神
農
之
教
曰
、
士
有
当
年
而
不
耕
者
、

則
天
下
或
受
其
饑
矣
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
漢
志
諸
子
」
第
十
四
之

三
十
二
を
参
照
。
諸
子
略
農
家
類
に
は
九
家
、
百
一
十
四
篇
が
著
録

さ
れ
て
い
る
。

【
原
文
】

形
法
之
家
、
不
出
五
行
、
雑
占
二
条
﹇
注
一
﹈。
惟
『
山
海
経
』

宜
出
地
理
専
門
﹇
注
二
﹈。
而
無
其
部
次
、
故
強
著
之
形
法
也
。
説

已
見
前
﹇
注
三
﹈、
不
復
置
議
。

右
十
七
之
四

【
訓
読
文
】

形
法
の
家
は
、
五
行
、
雑
占
の
二
条
に
出
で
ず
。
惟
だ
『
山

海
経
』
は
宜
し
く
地
理
専
門
に
出
だ
す
べ
し
。
而
し
て
其
の
部

次
無
く
、
故
に
強
い
て
之
を
形
法
に
著
す
る
な
り
。
説
は
已
に

前
に
見
え
、
復
た
議
を
置
か
ず
。

右
十
七
の
四

【
現
代
語
訳
文
】

形
法
類
は
、
五
行
類
、
雑
占
類
の
二
条
か
ら
出
る
も
の
で
は

な
い
。
た
だ
『
山
海
経
』
は
地
理
の
門
類
に
出
す
の
が
よ
い
。

し
か
し
、
相
応
し
い
分
類
が
な
く
、
そ
の
た
め
無
理
に
形
法
類

に
著
録
し
た
の
で
あ
る
。
説
は
す
で
に
前
に
あ
り
、
こ
こ
で
再

び
議
論
は
し
な
い
。

右
十
七
の
四
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【
訳
注
】

一　

数
術
略
形
法
家
に
は
、
六
家
百
二
十
二
巻
を
著
録
し
、
後
序
に
は
、

「
形
法
者
、
大
挙
九
州
之
勢
、
以
立
城
郭
室
舎
、
形
人
及
六
畜
骨
法
之

度
数
、
器
物
之
形
容
、
以
求
其
声
気
貴
賤
吉
凶
。
猶
律
有
長
短
、
而

各
徴
其
声
。
非
有
鬼
神
、
数
自
然
也
。
然
形
与
気
相
首
尾
、
亦
有
其

形
而
無
其
気
、
有
其
気
而
無
其
形
。
此
精
微
之
独
異
也
」
と
あ
る
。

二　
『
山
海
経
』
は
、
隋
志
、
旧
唐
志
、
新
唐
志
で
は
い
ず
れ
も
史
部
地

理
類
に
著
録
さ
れ
、
四
庫
提
要
で
は
子
部
小
説
家
類
に
著
録
さ
れ
る
。

三　
「
補
校
漢
芸
文
志
」
第
十
之
六
参
照
。

漢
志
方
技
﹇
注
一
﹈
第
十
八

【
原
文
】

方
技
之
書
、大
要
有
四
。
経
、脈
、方
、薬
而
已
。
経
闡
其
道
、

脈
運
其
術
、
方
致
其
功
、
薬
弁
其
性
。
四
者
備
、
而
方
技
之
事

備
矣
。
今
李
柱
国
所
校
四
種
、
則
有
「
医
経
」、「
経
方
」
二
種

而
已
。
脈
書
、
薬
書
、
竟
欠
其
目
。
其
房
中
、
神
仙
、
則
事
兼

道
術
﹇
注
二
﹈、
非
復
方
技
之
正
宗
矣
。
宜
乎
叙
方
技
者
、
至
今
猶

昧
昧
於
四
部
相
承
之
義
焉
。
按
司
馬
遷
「
扁
鵲
倉
公
伝
」、「
公

乗
陽
慶
、
伝
黄
帝
、
扁
鵲
之
脈
書
」﹇
注
三
﹈、
是
西
京
未
嘗
無
脈

書
也
。
又
按
班
固
「
郊
祀
志
」、
成
帝
初
、
有
本
草
待
詔
﹇
注
四
﹈。

『
楼
護
伝
』
少
誦
医
経
本
草
方
術
﹇
注
五
﹈。
是
西
京
未
嘗
無
薬
書

也
。
李
柱
国
専
官
典
校
、
而
書
有
欠
遺
、
類
例
不
尽
、
著
録
家

法
、
豈
易
言
哉
。

【
訓
読
文
】

方
技
の
書
に
、
大
要 

四
有
り
。
経
、
脈
、
方
、
薬
の
み
。

経
は
其
の
道
を
闡
き
、
脈
は
其
の
術
を
運
び
、
方
は
其
の
功
を

致
し
、
薬
は
其
の
性
を
弁
か
つ
。
四
者
備
わ
れ
ば
、
方
技
の

事
備
わ
れ
り
。
今 

李
柱
国 

校
ず
る
所
の
四
種
は
、
則
ち
「
医

経
」、「
経
方
」
の
二
種
有
る
の
み
。
脈
書
、
薬
書
、
竟
に
其
の

目
を
欠
く
。
其
れ
房
中
、
神
仙
は
、
則
ち
事
は
道
術
を
兼
ね
、

復
た
方
技
の
正
宗
に
非
ざ
る
な
り
。
宜
な
る
か
な 

方
技
を
叙

す
る
者
、
今
に
至
り
猶
お
四
部 

相
い
承
く
の
義
に
昧
昧
と
す

る
な
り
。
按
ず
る
に
司
馬
遷
「
扁
鵲
倉
公
伝
」
に
、「
公
乗
陽

慶
、
黄
帝
、
扁
鵲
の
脈
書
を
伝
う
」
と
、
是
れ
西
京
に
未
だ
嘗

て
脈
書
無
く
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
又
た
按
ず
る
に
班
固
「
郊

祀
志
」
に
、
成
帝
の
初
め
に
、
本
草
待
詔
有
り
、
と
。「
楼
護
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伝
」
に
少
く
し
て
医
経
本
草
方
術
を
誦
す
、
と
。
是
れ
西
京
に

未
だ
嘗
て
薬
書
無
く
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
李
柱
国
専
官
の
典

校
に
し
て
、
書
に
欠
遺
有
り
、
類
例
尽
く
さ
ず
、
著
録
の
家
法 

豈
に
言
い
易
か
ら
ん
や
。

【
現
代
語
訳
文
】

方
技
の
書
に
は
、
大
要
と
し
て
四
つ
あ
る
。
経
、
脈
、
方
、

薬
で
あ
る
。
経
は
医
の
道
を
開
き
、
脈
は
術
を
運
び
、
方
は
功

を
致
し
、
薬
は
薬
の
性
質
を
区
別
す
る
。
こ
の
四
者
が
備
わ
っ

て
い
て
こ
そ
、
方
技
の
事
が
備
わ
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
今
、

李
柱
国
が
校
訂
し
た
四
種
の
中
で
は
、「
医
経
」、「
経
方
」
の

二
種
が
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
脈
書
、
薬
書
は
、
あ
ろ
う

こ
と
か
目
が
欠
け
て
い
る
。
房
中
、
神
仙
は
道
術
を
兼
ね
て
お

り
、
方
技
の
正
統
で
は
な
い
。
方
技
に
つ
い
て
述
べ
る
者
が
今

に
至
っ
て
も
、
な
お
四
部
が
受
け
継
い
だ
意
味
を
は
っ
き
り
と

理
解
で
き
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
司
馬
遷
『
史
記
』
扁
鵲
倉

公
伝
に
、「
公
乗
陽
慶
は
、
黄
帝
、
扁
鵲
の
脈
書
を
伝
え
た
」

と
あ
る
の
は
、
前
漢
の
頃
に
脈
書
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
考
え
る
に
班
固
『
漢
書
』
郊
祀
志
に
は
、

成
帝
の
初
め
に
本
草
待
詔
が
あ
っ
た
と
い
い
、「
楼
護
伝
」
に

は
、
楼
護
が
若
く
し
て
医
経
、
本
草
、
方
術
を
そ
ら
ん
じ
て
い

た
、
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
前
漢
に
薬
書
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
李
柱
国
は
専
門
分
野
の
書
物
の
校
勘
を
し
な
が
ら

も
、
書
に
不
足
や
漏
れ
が
あ
り
、
類
例
は
完
備
し
て
い
な
い
。

目
録
の
著
録
に
お
け
る
伝
統
的
方
法
は
安
易
に
口
に
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

【
訳
注
】

一　

方
技
略
は
医
経
、経
方
、房
中
、神
仙
の
四
類
か
ら
な
り
、三
十
六
家
、

八
百
六
十
八
巻
を
著
録
し
て
い
る
。
総
序
に
よ
れ
ば
、
侍
医
の
李
注

国
が
校
訂
に
あ
た
っ
た
。
方
技
略
後
序
に
は「
方
技
者
、皆
生
生
之
具
、

王
官
之
一
守
也
。
太
古
有
岐
伯
、
兪
拊
。
中
世
有
扁
鵲
、
秦
和
。
蓋

論
病
以
及
国
、
原
診
以
知
政
。
漢
興
有
倉
公
。
今
其
技
術

味
。
故

論
其
書
、
以
序
方
技
為
四
種
。」
と
あ
る
。

二　

方
技
略
房
中
類
後
序
に
「
房
中
者
、
情
性
之
極
、
至
道
之
際
、
是

以
聖
王
制
外
楽
以
禁
内
情
、
而
為
之
節
文
。
伝
曰
『
先
王
之
作
楽
、

所
以
節
百
事
也
。』
楽
而
有
節
、
則
和
平
寿
考
。
及
迷
者
弗
顧
、
以
生

疾
而
隕
性
命
。」
と
あ
り
、
ま
た
、
神
仙
類
後
序
に
「
神
仙
者
、
所
以

保
性
命
之
真
、而
游
求
於
其
外
者
也
。
聊
以
盪
意
平
心
、同
死
生
之
域
、

而
無

惕
於
胸
中
。
然
而
或
者
専
以
為
務
、
則
誕
欺
怪
迂
之
文
彌
以



 ‒133‒

章学誠『校讎通義』訳注（一〇）

 （104）

益
多
、
非
聖
王
之
所
以
教
也
。
孔
子
曰
『
索
隠
行
怪
、
後
世
有
述
焉
、

吾
不
為
之
矣
。』」」
と
述
べ
る
。

三　
『
史
記
』
扁
鵲
倉
公
列
伝
に
「
太
倉
公
者
、
斉
太
倉
長
、
臨

人
也
。

姓
淳
于
氏
、
名
意
。
少
而
喜
医
方
術
。
高
后
八
年
、
更
受
師
同
郡
元

里
公
乗
陽
慶
。
慶
年
七
十
余
、
無
子
、
使
意
尽
去
其
故
方
、
更
悉
以

禁
方
予
之
、
伝
黃
帝
、
扁
鵲
之
脈
書
、
五
色
診
病
、
知
人
死
生
、
決

嫌
疑
、
定
可
治
、
及
薬
論
、
甚
精
。
…
…
臣
意
即
避
席
再
拝
謁
、
受

其
脈
書
上
下
経
、
五
色
診
、
奇
咳
術
、
揆
度
陰
陽
外
変
、
薬
論
、
石
神
、

接
陰
陽
禁
書
」
と
あ
る
。

四　
『
漢
書
』
郊
祀
志
に
、「
候
神
方
士
使
者
副
佐
、
本
草
待
詔
七
十
余

人
皆
帰
家
。
師
古
曰
、
本
草
待
詔
、
謂
以
方
薬
本
草
而
待
詔
者
。」
と

見
え
る
。

五　
『
漢
書
』
游
俠
伝
に
、「
楼
護
字
君
卿
、
斉
人
。
父
世
医
也
。
護
少

隨
父
為
医
長
安
、
出
入
貴
戚
家
。
護
誦
医
経
、
本
草
、
方
術
数
十
万
言
、

長
者
咸
愛
重
之
、
共
謂
曰
、『
以
君
卿
之
材
、
何
不
宦
学
乎
。』
繇
是

辞
其
父
、
学
経
伝
、
為
京
兆
吏
数
年
、
甚
得
名
誉
。」
と
あ
る
。




